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二
〇
一
四
年
四
月
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
北
東
部
の
公
立

中
高
等
学
校
で
、二
七
六
名
の
女
子
生
徒
が
、（
西
洋
的
）

女
子
教
育
を
否
定
す
る
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
に
よ
り
誘
拐

さ
れ
た
事
件
は
、
記
憶
に
新
し
い
。
ま
た
、
二
〇
一
四

年
に
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
た
パ
キ
ス
タ
ン
出
身

の
女
性
、
マ
ラ
ラ
・
ユ
ス
フ
ザ
イ
氏
は
、
二
〇
一
二
年

一
〇
月
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
下
校
途
中
、
女
子
の
教
育

権
を
認
め
な
い
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
に
よ
り
銃
撃
さ
れ
、

重
傷
を
負
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
事
件
は
、
イ
ス
ラ
ム
主

義
的
政
策
に
よ
り
女
子
の
教
育
機
会
が
制
限
さ
れ
る
と

い
う
懸
念
を
多
く
の
人
々
に
抱
か
せ
る
。
真
実
か
否
か
、

こ
の
問
い
に
対
す
る
ひ
と
つ
の
答
え
を
見
て
み
よ
う
。

●
因
果
的
効
果
測
定
の
難
し
さ

　

イ
ス
ラ
ム
主
義
的
政
策
が
女
子
の
教
育
参
加
に
与
え

る
因
果
的
効
果
の
測
定
に
は
、
二
つ
の
困
難
が
あ
る
。

ま
ず
、
世
俗
主
義
（
政
教
分
離
主
義
）
を
採
用
す
る
多

く
の
国
に
お
い
て
は
、
政
策
の
場
に
、
宗
教
に
よ
る
影

響
が
も
ち
こ
ま
れ
る
機
会
が
少
な
い
。
次
に
、
女
子
教

育
に
否
定
的
な
選
好
を
も
つ
人
々
が
、
仮
に
親
イ
ス
ラ

ム
政
党
を
支
持
す
る
傾
向
が
あ
る
場
合
、
親
イ
ス
ラ
ム

政
党
の
影
響
力
が
大
き
い
地
域
で
女
子
の
教
育
機
会
が

制
限
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
こ
れ
が
イ
ス
ラ
ム
主
義

的
政
策
の
結
果
な
の
か
、
住
民
の
選
好
に
よ
る
も
の
な

の
か
、
区
別
で
き
な
い
。

●
ト
ル
コ
と
福
祉
党
（R

efah P
arty

）

　

一
点
目
の
困
難
を
克
服
す
る
た
め
、
本
論
文
は
、
世

俗
主
義
を
採
用
し
な
が
ら
も
、
親
イ
ス
ラ
ム
政
党
が
政

治
的
に
重
要
な
影
響
力
を
有
し
た
こ
と
の
あ
る
ト
ル
コ

の
経
験
に
着
目
す
る
。
具
体
的
に
は
、
一
九
九
四
年
に

実
施
さ
れ
た
地
方
選
挙
に
お
い
て
、
親
イ
ス
ラ
ム
政
党

で
あ
る
福
祉
党
は
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
や
ア
ン
カ
ラ
と

い
っ
た
主
要
都
市
を
含
む
全
国
市
長
ポ
ス
ト
の
一
二
％

を
獲
得
し
た
。
ま
た
、
一
九
九
五
年
の
国
政
選
挙
で
は
、

同
党
は
、
初
め
て
議
会
第
一
党
、
一
九
九
六
年
に
は
、

連
立
な
が
ら
政
権
与
党
と
な
る
。
政
治
の
場
に
お
け
る

過
度
な
イ
ス
ラ
ム
主
義
の
採
用
を
禁
ず
る
憲
法
裁
判
所

の
判
決
に
よ
り
、
福
祉
党
は
非
合
法
化
さ
れ
、
一
九
九

八
年
一
月
に
解
散
と
な
る
が
、
一
九
九
四
～
九
八
年
ま

で
（
実
質
的
に
は
、
福
祉
党
党
首
で
あ
っ
た
ネ
ジ
メ
ッ

テ
ィ
ン
・
エ
ル
バ
カ
ン
氏
が
首
相
職
を
辞
す
一
九
九
七

年
六
月
頃
ま
で
）、
ト
ル
コ
で
は
、
政
治
の
場
に
顕
著

な
イ
ス
ラ
ム
的
影
響
が
も
ち
こ
ま
れ
た
。

●
回
帰
不
連
続
デ
ザ
イ
ン

　

本
論
文
は
、
回
帰
不
連
続
デ
ザ
イ
ン
と
い
う
手
法
を

前
記
ト
ル
コ
の
文
脈
に
用
い
て
、
二
点
目
の
問
題
を
克

服
す
る
。
以
下
、
詳
細
で
あ
る
。
ま
ず
、
本
論
文
は
、

一
九
九
四
年
の
地
方
選
挙
が
あ
っ
た
二
七
一
〇
都
市
ご

と
に
、
最
大
の
得
票
数
を
獲
得
し
た
親
イ
ス
ラ
ム
政
党

（
多
く
は
、
福
祉
党
）
の
得
票
率
と
、
最
大
の
得
票
数

を
獲
得
し
た
世
俗
政
党
の
得
票
率
と
の
差
を
計
算
す
る
。

次
に
、
そ
の
得
票
率
差
が
、
零
（
閾
値
）
よ
り
わ
ず
か

に
大
き
い
都
市
と
、
わ
ず
か
に
小
さ
い
都
市
に
住
む
女

子
の
そ
の
後
の
教
育
水
準
を
比
較
す
る
。
閾
値
上
下
に

分
布
す
る
都
市
間
で
は
、
一
九
九
四
年
選
挙
に
お
け
る

親
イ
ス
ラ
ム
政
党
の
得
票
率
お
よ
び
候
補
政
党
数
、
選

挙
時
点
で
の
人
口
、
男
女
比
、
高
齢
お
よ
び
若
年
人
口

割
合
、
世
帯
人
数
に
お
い
て
、
統
計
学
的
に
有
意
な
違

い
は
観
察
さ
れ
な
い
。
特
に
、
閾
値
周
辺
の
都
市
間
で
、

イ
ス
ラ
ム
政
党
の
得
票
率
自
体
に
違
い
が
な
い
点
は
、

注
目
に
値
す
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
の
点
は
、
得
票
率

差
が
閾
値
上
下
に
分
布
す
る
都
市
間
で
、
イ
ス
ラ
ム
的

イスラム主義的教育政策は女性差別的か？
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政
治
に
対
す
る
住
民
の
支
持
選
好
に
は
、
大
き
な
違
い

が
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
結

果
か
ら
、
得
票
率
差
が
閾
値
上
下
に
分
布
す
る
都
市
群

は
、
親
イ
ス
ラ
ム
政
党
の
市
長
が
誕
生
し
た
か
（
得
票

率
差
が
零
よ
り
大
き
い
か
）
否
か
と
い
う
点
を
除
け
ば
、

平
均
的
に
同
質
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
結
果
、
得
票

率
差
が
閾
値
よ
り
わ
ず
か
に
大
き
い
都
市
に
お
い
て
、

小
さ
い
都
市
よ
り
も
、
女
子
の
教
育
水
準
が
一
九
九
四

年
の
地
方
選
挙
後
上
昇
し
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
イ
ス

ラ
ム
主
義
的
政
策
の
影
響
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

●
分
析
結
果

　

女
子
の
教
育
水
準
を
分
析
す
る
に
あ
た
っ
て
、
本
論

文
は
、
一
九
九
〇
年
、
二
〇
〇
〇
年
に
行
わ
れ
た
国
勢

調
査
デ
ー
タ
を
用
い
る
。
前
記
閾
値
近
辺
の
都
市
の
み

を
抽
出
し
て
分
析
す
る
と
、
一
九
九
四
年
の
地
方
選
挙

時
に
親
イ
ス
ラ
ム
政
党
の
市
長
が
誕
生
し
た
都
市
に
お

い
て
、
そ
う
で
な
い
都
市
よ
り
も
、
二
〇
〇
〇
年
時
点

の
女
子
の
就
学
率
お
よ
び
教
育
課
程
修
了
率
は
高
い
。

ま
た
、
一
九
九
〇
年
時
点
、
つ
ま
り
、
親
イ
ス
ラ
ム
政

党
の
市
長
が
誕
生
す
る
以
前
の
女
子
の
教
育
水
準
に
つ

い
て
は
、
閾
値
近
辺
の
都
市
間
で
統
計
学
的
に
有
意
な

違
い
は
み
ら
れ
な
い
。
さ
ら
に
、
男
子
の
教
育
水
準
に

つ
い
て
も
、
一
九
九
〇
年
、
二
〇
〇
〇
年
と
も
閾
値
近

辺
の
都
市
間
で
統
計
学
的
に
有
意
な
違
い
は
存
在
し
な

い
。
こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、
親
イ
ス
ラ
ム
市
長
の
誕
生

に
よ
り
、
つ
ま
り
、
イ
ス
ラ
ム
主
義
的
政
策
に
よ
り
、

女
子
の
教
育
水
準
の
み
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
と
解
釈
で

き
る
。
な
お
、
こ
の
女
子
教
育
促
進
効
果
は
、
義
務
的

初
等
教
育
で
は
な
く
、
自
発
的
な
進
学
意
思
が
求
め
ら

れ
る
中
高
等
レ
ベ
ル
に
お
い
て
観
察
さ
れ
る
。

●
メ
カ
ニ
ズ
ム

　

な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
効
果
が
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

女
児
の
進
学
を
考
え
る
敬
虔
な
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
保
護

者
に
と
っ
て
、
校
内
か
ら
宗
教
的
要
素
を
排
除
す
る
当

時
の
世
俗
主
義
的
教
育
制
度
は
、
心
理
的
に
受
け
入
れ

が
た
い
も
の
で
あ
り
、
親
イ
ス
ラ
ム
政
党
の
市
長
は
、

そ
の
よ
う
な
障
害
を
取
り
除
い
た
、
と
い
う
の
が
本
論

文
の
主
張
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
、
敬
虔
な
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
保
護
者
は
、

女
児
が
イ
ス
ラ
ム
教
的
標
章
で
あ
る
ヘ
ッ
ド
ス
カ
ー
フ

を
校
内
で
着
用
す
る
こ
と
を
好
ん
だ
が
、
当
時
の
法
律

は
、
こ
れ
を
禁
じ
て
い
た
。
一
方
で
、
福
祉
党
は
、
こ

の
法
令
を
支
持
し
な
い
意
思
を
表
明
し
て
お
り
、
親
イ

ス
ラ
ム
政
党
の
市
長
が
、
女
子
生
徒
に
よ
る
ヘ
ッ
ド
ス

カ
ー
フ
の
着
用
を
容
認
す
る
よ
う
教
育
機
関
に
圧
力
を

か
け
た
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
ト
ル
コ
社
会
で
は
、

イ
ス
ラ
ム
教
的
信
条
を
も
つ
ワ
ク
フ(vakif)

と
よ
ば

れ
る
非
営
利
組
織
が
、
寄
進
さ
れ
た
財
産
を
用
い
て
公

共
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
伝
統
が
あ
る
。
親
イ
ス
ラ
ム

市
長
は
、
ワ
ク
フ
か
ら
資
金
援
助
を
得
て
、
奨
学
金
の

給
付
、
学
生
用
寄
宿
舎
や
教
育
施
設
の
建
設
等
、
積
極

的
な
教
育
投
資
を
行
っ
て
お
り
、
ま
た
、
新
た
に
建
設

さ
れ
た
教
育
施
設
で
は
、
女
子
に
よ
る
ヘ
ッ
ド
ス
カ
ー

フ
の
着
用
、
祈
祷
室
の
利
用
、
地
元
の
イ
ス
ラ
ム
教
指

導
者
と
の
交
流
、（
課
外
活
動
と
し
て
の
）
イ
ス
ラ
ム

教
的
科
目
の
履
修
な
ど
が
容
認
さ
れ
て
い
た
。

　

な
お
、
親
イ
ス
ラ
ム
市
長
が
誕
生
し
た
都
市
に
お
け

る
、
女
子
の
教
育
課
程
修
了
率
の
上
昇
は
、
伝
統
的
に

世
俗
主
義
的
教
育
方
針
を
強
く
採
用
し
て
い
た
学
校
に

お
い
て
、
よ
り
顕
著
に
観
察
さ
れ
る
。
イ
ス
ラ
ム
主
義

的
教
育
政
策
実
施
以
前
は
、
こ
の
よ
う
な
学
校
へ
の
女

児
の
進
学
ほ
ど
、
敬
虔
な
イ
ス
ラ
ム
教
徒
で
あ
る
保
護

者
が
、
そ
の
決
断
を
躊
躇
す
る
傾
向
は
強
か
っ
た
と
予

想
さ
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
世
俗
主
義
的
伝
統
の
あ
る
学

校
で
イ
ス
ラ
ム
主
義
的
教
育
政
策
を
実
施
す
る
こ
と
の

女
子
教
育
促
進
効
果
は
、
そ
の
他
の
学
校
で
実
施
す
る

場
合
よ
り
も
、
大
き
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
前
記
分

析
結
果
は
、
こ
の
推
測
と
整
合
す
る
。

●
文
化
と
開
発
経
済
学

　

女
子
教
育
に
保
守
的
と
み
な
さ
れ
る
親
イ
ス
ラ
ム
政

党
が
、
女
子
教
育
を
推
進
す
る
政
策
を
実
施
し
た
と
い

う
興
味
深
い
発
見
に
加
え
、
本
論
文
は
、
世
俗
主
義
的

教
育
制
度
の
も
と
で
の
女
子
の
就
学
に
、
宗
教
心
理
的

理
由
か
ら
二
の
足
を
踏
む
敬
虔
な
イ
ス
ラ
ム
教
徒
が
多

数
存
在
す
る
こ
と
、
ひ
い
て
は
、
宗
教
的
価
値
観
が
社

会
の
実
体
的
側
面
に
及
ぼ
す
影
響
の
強
さ
を
示
唆
す
る
。

　

近
年
、
価
値
観
や
信
念
と
い
っ
た
文
化
に
関
す
る
経

済
学
研
究
が
急
増
し
て
い
る
（
参
考
文
献
①
）。
価
値

観
や
信
念
は
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
、
変
化
す
る
の
か
。

経
済
活
動
へ
の
影
響
、
そ
し
て
、
そ
の
背
後
に
あ
る
メ

カ
ニ
ズ
ム
は
何
か
。
価
値
観
や
信
念
が
、
社
会
変
化
に

ど
の
よ
う
な
異
質
性
を
も
た
ら
し
、
経
済
発
展
経
路
を

特
徴
づ
け
る
の
か
。
経
済
発
展
の
理
解
に
は
、
文
化
に

関
す
る
理
解
が
不
可
欠
で
あ
り
、
こ
の
必
要
性
は
、
文

化
的
な
社
会
慣
習
が
人
々
の
生
活
に
大
き
な
影
響
を
与

え
る
発
展
途
上
国
ほ
ど
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
文
化
に

つ
い
て
の
経
済
学
的
理
解
を
深
め
る
た
め
に
は
、地
域
・

歴
史
研
究
、
人
類
学
、
心
理
学
と
い
っ
た
他
分
野
か
ら

得
ら
れ
る
知
見
を
参
考
に
す
る
必
要
が
あ
り
、
開
発
経

済
学
に
お
け
る
他
の
社
会
科
学
と
の
距
離
は
縮
ま
り
つ

つ
あ
る
。

（
く
ど
う　

ゆ
う
や
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所　

ミ
ク
ロ

経
済
分
析
研
究
グ
ル
ー
プ
）
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